
第５次大分県子ども読書活動推進計画について 

１．法令の根拠 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」（H13） 

第四条  地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏まえ、子
どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

第九条  都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県における子
どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の推進に関
する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう
努めなければならない。 

 

２．計画の内容 

・第 4 次「大分県子ども読書活動推進計画」の反省を踏まえ、第５次「子どもの読書活動の推進に関する
基本的な計画（国）」を参考に策定する。（別紙１参照） 

 

３．計画の位置付け 

・「子どもの読書活動の推進に関する法律」を踏まえ、「大分県長期教育計画」の下位計画として位置付け
るもの 

・大分県における子どもの読書活動の推進に関する施策の方向性や基本方針を示すもの 
・県内市町村において、推進計画の更新等の際に本計画の内容を踏まえることを期待するもの 
 

４．計画の期間 

令和７年度から令和１１年度までの５年間 
 

５．策定に向けた作業 

（１）子ども読書活動推進連絡会議 担当者会（別紙２参照） 
（２）子ども読書活動推進連絡会議（別紙２参照） 
 

６．パブリックコメントの結果と反映 

・令和６年 12 月 23 日（月曜日）から令和７年１月 27 日（月曜日）の間実施 
・３人の県民から 12 件の意見が寄せられたうち、１件について計画に反映した 
・詳細は別紙３参照 
 
７．今後のスケジュール 

 令和７年３月末に印刷版を発行し、ホームページで公開する 
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第５次 大分県子ども読書活動推進計画の概要

・「読書バリアフリー法」施行
・「第6次学校図書館図書整備等5か年計画（国）」策定
・子ども家庭庁の発足、「こども基本法」施行

デジタル社会に対応した読書環境の整備
子どもの視点に立った読書活動の推進

「第５次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（国）」
の基本的な方針

不読率の低減
多様な子どもたちの読書機会の確保

子どもの読書環境の変化

第４次計画の総括

（１）不読率
・全国値と比較して、小中学生の不読率が高い
・全国と同様、学校段階が上がるほど不読率が高くなる

（２）読書が好きな児童生徒の割合
・小中学生で読書が好きな割合が減少
・高校生は微増

ほか７指標 ほぼ全ての指標において、目標値に達していない

第５次 目指す子どもの姿

（１）読書を楽しく感じ、生涯にわたって自主的に読書を行う子ども
（２）多くの本との出会いを通じて知識・語彙を拡げるとともに、

他者の考えや気持ちを知ることで多面的・多角的な思考が
できる子ども

（３）読書によって言葉や感性を磨くことで、自分の考えを表現
できる子ども

（４）デジタル・アナログに関わらず、適切な資料を使って調べる
手法を身につけ、必要な情報を取捨選択し、正しい情報を
見極め、自ら学ぶことができる子ども

第５次 県計画の目標

Ⅰ 生きる力を育む読書習慣の形成
Ⅱ 全ての子どもがいつでもどこでも読書に親しめる環境の整備

第５次 県計画の重点方針

（１） 発達段階に応じた読書習慣形成のための人材育成・環境整備
○学校司書の専任配置・基準作成・資料整備の促進
○図書館司書の資質向上
○ボランティアの養成と資質向上
○資料の収集・情報発信強化 等

（２） 多様な子どもたちの読書機会の確保
○バリアフリー資料、電子書籍、多言語資料の収集
○子どもの居場所や不登校児童生徒等への支援
○手話や外国語のおはなし会の実施 等

（３） 保護者等に対する普及啓発活動の推進
○ＳＮＳでの情報発信の強化
○保護者に対する家庭読書啓発、研修会への講師派遣

（４） 子どもの読書意欲を引き出す取組の充実
○教科と連動した資料の収集
○読書記録ノートの配布
○子ども司書、ビブリオバトル大会の実施
○子どもの視点に立った読書活動の推進
○計画的な学校図書館の利活用の促進 等

（５） デジタル社会に対応した読書環境の整備とリテラシーの向上
○電子書籍の収集
○調べ学習等の支援、情報モラル教育の支援 等

新

新新

新

新

新

新

新

新

新

要因
・コロナにより、本に触れる機会が減少
・コロナにより、図書館や学校等での子ども読書活動が縮小
・スマホやタブレットの普及による情報収集や余暇活動の変化
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大分県子ども読書活動推進連絡会議委員 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

大分県子ども読書活動推進連絡会議担当者会名簿 

   
 

学識 

経験者 
仲嶺 まり子 

別府大学短期大学部名誉教授（前学長） 

豊岡短期大学通信教育部こども学科教授 

図書館 

関係者 

石掛 忠男 
大分県公共図書館等連絡協議会会長 

（大分県立図書館館長）  

栗屋 文世 
大分県公共図書館等連絡協議会委員 

（杵築市立図書館館長） 

学校等 

関係者 

五嶋 宏治 
大分県学校図書館協議会会長 

(大分県立芸術緑丘高等学校校長） 

牧 英治郎 
大分県学校図書館協議会副会長 

（大分市立明治北小学校校長） 

日下部 克彦 
大分県私立幼稚園連合会理事 

（学校法人大分愛隣学園愛隣幼稚園園長） 

ＰＴＡ 

関係者 
山田 弘樹 大分県ＰＴＡ連合会会長 

民間団体 

関係者 

今井 登美子 なかつおはなしネットワーク代表 

首藤 富久恵 大分ブックトーク研究会会員（前会長） 

市町村行政 

関係者 

伊南 俊一 別府市教育委員会社会教育課指導主事 

川野 剛 佐伯市教育委員会学校教育課指導主事 

報道関係者 佐藤 栄宏 大分合同新聞社編集局ＧＸ編集部部長 

社会教育課（生涯学習・社会教育推進班） 黒木 哲也 

社会教育課（生涯学習・社会教育推進班） 段上 朋華 

こども未来課（幼児教育・保育班） 藤井 義久 

学事・私学振興課（私学運営支援班） 髙橋 佳子 

義務教育課（学力向上支援班） 瀧口 忍 

義務教育課（幼児教育センター） 小野 晃寛 

高校教育課（高校教育指導班） 道中 聡 

特別支援教育課（指導班） 衛藤 章江 

教育財務課（財務支援班） 深谷 淳一 

県立図書館（児童サービス担当） 神野 貞子 

原案作成 

意見 
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No. 項目 ページ ご意見等 ご意見に対する回答

1 第４章 第１節 -
 職務経験者や就職氷河期世代を対象とした県立学校司
書の採用試験を実施してほしい。

 職務経験者や就職氷河期世代を対象とした県立学校司書の採用試験の実施については、今後の退職者の推
移や年齢バランス等加味しながら必要に応じて検討したいと考えます。

2
第4章 第1節
1 現状と課題

p10

「ネット利用による生活の変化」の結果について、もと
もと本を読んでいなかった生徒の場合「読まなくなっ
た」とは回答しないと思う。データ分析に注意が必要だ
と思う。

〇第４章第１節「１ 現状と課題」にある「ネット利用による生活の変化」に関するデータの分析について、
下記のとおり修正します。

インターネットの普及が読書離れの要因のひとつとされる一方で、電子書籍やオーディオブック等、イン
ターネット・通信機器の普及により新たなメディアも定着し、これまでとは違った形式で読書を楽しむこと
ができる環境が整いつつあります。
 大分県内の状況を見ると、自分専用のスマートフォンを持つ児童の割合の増加や１人１台端末の整備に伴
い、電子書籍を利用している児童生徒も増えており、電子書籍が子どもたちの間でも普及しつつある様子が
うかがえます。

3

第４章 第１節
２ 具体的な方策

（２） 学校等職員・学校司書
を対象とした研修の実施

ｐ11
 教諭を対象とした研修会等で、課題の設定や定義の確
認、情報の収集、整理分析などの目的での学校図書館活
用を授業計画に明記するよう促してほしい。

 学校図書館の活用については、学校の教育目標や教育課程等に応じて各学校で判断するものであることか
ら、授業計画への位置づけ等についても、学習指導要領の趣旨を踏まえて各学校において検討するようにし
ています。

4

第４章 1節
２ 具体的な方策

(11) 学校での各種計画・基
準等の作成の促進

p13

 図書標準達成だけに目が行き図書の廃棄に難色を示す
管理職がいる。古い本を修理しながら使ったり、何十年
も前のデータの本で調べ学習しなくてすむよう、児童生
徒の読みたくなる本や使える図書資料の充実のため、ぜ
ひ具体的な選定基準・廃棄基準の策定をお願いしたい。

 選定基準および廃棄基準は、適切な図書の選定や廃棄・更新を行う上で重要であり、各地域や学校の状況
や特徴を考慮した基準を策定することにより、各学校図書館の環境向上につながります。
 県では、全国学校図書館協議会が定めた基準等を紹介し、選定基準・廃棄基準の策定を促しています。

5

 図書費の確保はありがたいが、一律で生徒一人当たり
とか一学級当たりで算定することには十分な配慮をして
ほしい。
特に支援学校や元分校の学校についてはぜひ現状を調査
して、それに見合った予算の配慮をしてほしい。

 算定基準においては、一人当たりの生徒単価ではなくクラス数の増減で算定しています。図書費も含めた
学校管理運営費については、厳しい財政状況の中でありますが、必要な予算確保向けて努力していきます。
また、学校規模による段階補正や、学校の事情をよく聴取した上で、引き続き適正な配分を行っていきたい
と考えます。

6

 図書費が学校予算の調整弁扱いにならないようにして
ほしい。
学校によっては、資料購入費だけではなく、PC周辺機器
も図書費として計上しているところや、必要な資料や物
品を学校職員が自腹で購入し補っていることがある。

 令和５年度当初予算要求より、各校から要求された印刷消耗費（図書費を含む）においては、各校から提
出された要求額を満額で各校に令達をしています。しかし、その区分の中で図書館用図書は『図書・教科
書』として教師用指導書等と一緒に区分されています。今後は、例えば、図書館用図書と教師用指導書は
別々に明記し、より図書費としての予算の確保及び明確化するため様式などの変更も検討していきます。

7

 令和５年度から「シーリング経費として要求額を配分
する」という扱いになり算定基準が無くなったため「学
校内の修繕費やコピー用紙代にお金が必要なので図書費
を減らしたい」などの理由で図書費が数十万円単位で大
幅に削減されたという声を聞いた。図書費の増額につい
ても触れてほしい。

 令和5年度予算より印刷消耗費は確かにシーリング経費へと移行していますが、各校のシーリング額はクラ
ス数の増減を反映させた算定基準を基に決定しています。また、今年度より『全日制高等学校管理運営費
基準単価表』の「２ 印刷消耗費」に印刷消耗費全体の額の内、図書費として算定した額を割合で明記して
います。（令和６年度：約１４％）
 上記割合はあくまでも目安ですが、学校の物件費担当者と当該年度の図書費を算定する上で参考としてく
ださい。
 また、当初予算要求においても、図書費としての予算を明確化するように様式の変更も検討していきま
す。

8

第４章 第2節
２ 具体的な方策

（３）特別支援学校での読書
推進

ｐ14
 特別支援学校18校のうち、14校には学校司書が配置さ
れていない。すべての特別支援学校への学校司書の配置
を検討してほしい。

 専任司書の配置については、特別支援学校の図書館の状況を鑑みながら必要に応じて検討していきたいと
考えます。

9 第4章 第５節 ｐ19
 電子書籍を用意し、それを利用するための端末を与え
るだけでは、SNSなどに興味関心が向かいがち。利用端
末の工夫が必要である。

 電子書籍を利用することは、読書バリアフリーの面からも児童生徒の読書の機会を増やすこととして有効
だと考えます。電子書籍を通して読書に興味を持ち、実際に本を手に取るきっかけとなるよう、魅力あるコ
ンテンツの充実を図り、利用促進に向けた取り組みを進めていきます。

10

学校図書館専任になったにもかかわらず事務室業務を
担っている学校司書がいると聞いた。校長に学校図書館
の館長としての責任や自覚がないと安易にこういったこ
とが起きる。新任校長対象の研修を実施すべきである。

 令和６年３月２２日付教委教人第４２９８号において、各県立学校長に対して学校図書館専任について通
知したところですが、校長を対象とした研修の実施については、今後の状況を踏まえて必要に応じて検討い
たします。

11
事務室兼務をしてきた司書は図書館専任の働き方を理解
できていない場合がある。「教育の展開に寄与する学校
司書」としての意識向上のための方策が欲しい。

 県立学校司書を対象としたスキルアップ研修は、学校図書館運営に必要な専門知識を学び、司書のスキル
および意欲向上を目的としたものです。今後も、教育課程を支える学校図書館の充実を図るため、スキル
アップ研修を行います。

12

県立学校に勤務する学校司書が学校図書館専任となった
ことは、学校図書館活用、読書活動支援のために大変あ
りがたい。引き続き、全ての学校司書が学校図書館専任
で勤務し利用者支援に努められるようお願いしたい。

 主幹司書等を学校図書館事務に専門的に従事させることにより、高校生の不読率の改善や学校図書館の情
報センター機能の充実を図ることを目的に、大分県立学校管理規則の主幹司書等の職務内容から「その他事
務」を削除しました。目的の成果が現れるよう引き続き確認していきたいと考えます。

第4章第1節
2 具体的な方策

（12）県立学校における図書
費の確保

p13

第6章 第1節
３ 学校等における取組

（４）高等学校における取組
②県立高等学校司書の分掌の

見直し

ｐ26

寄せられた県民意見（パブリックコメント）に対する回答一覧
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第 5 次 

大分県子ども読書活動推進計画 
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